
今月の表紙 2019.5.18

みてみて！う○ち。
今年も姉妹都市・埼玉県草加市から「春の体験ツアー」で市民の方が来村。今回のツアーでは、１日目に「田

植え体験」、「喰丸小見学」２日目に「山の幸収穫（わらび採り）体験」、「からむし織体験」を実施しました。
過去に参加しており、担当係とも顔なじみのご家族も。写真は、田植え体験での一コマ。お子さんたちには、

苗を植えるというより、泥遊びがメインだったようで、泥だらけの手で楽しそうにカメラに顔を向けてくれまし
た（笑
親御さんたちは、田んぼにはまったお子さんの足を一生懸命抜いたり、お子さんが田んぼで転ばないよう支え

たりと大忙しの様子でした。

村のいとなみを伝えるマガジン
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村のデキゴト
occurrence

昭

和

を

懐

か

し

み

楽

し

む

喰
丸
小
の
開
所
一
周
年
記

念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た

「
昭
和
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
と

昭
和
歌
謡
レ
コ
ー
ド
展
」
で

は
、
５
月
18
日
と
19
日
に
ス

ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

「
昭
和
の
映
画
鑑
賞
会
」

で
は
、『
赤
い
夕
陽
の
渡
り

鳥
』
と
『
絶
唱
』
が
上
映
さ

れ
、
上
映
後
に
は
、
小
林
旭

氏
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ー
ベ

ル
「
マ
イ
ト
ガ
イ
・
レ
ー
ベ

ル
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で

も
あ
り
、
映
画
評
論
家
の
山

口
敏
弘
氏
に
よ
る
、
映
画
の

撮
影
秘
話
な
ど
の
ト
ー
ク
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
出
前
レ
コ
ー
ド

寄
席
」
で
は
、
展
示
に
も
ご

協
力
頂
い
た
栗
原
勤
氏
の
ご

案
内
の
元
、
来
場
者
が
選
ん

だ
レ
コ
ー
ド
を
聴
き
な
が

ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ま
つ

わ
る
お
話
な
ど
温
か
い
レ

コ
ー
ド
の
音
と
共
に
、
昭
和

時
代
へ
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

５
月
13
日
、
令
和
元
年
度

昭
和
村
体
育
協
会
総
会
に
お

い
て
、
昭
和
村
体
育
協
会
表

彰
規
程
に
基
づ
き
、
２
名
に

功
労
賞
及
び
優
秀
指
導
者
賞

を
授
与
し
ま
し
た
。

 

こ
の
賞
は
、
体
育
振
興
の

た
め
功
績
の
あ
っ
た
方
、
ス

ポ
ー
ツ
技
術
指
導
に
対
し
功

績
の
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

【
功
労
賞
・
優
秀
指
導
者
賞
】

本
名
福
二
氏
（
下
中
津
川
）

青
木
秀
之
氏
（
野

尻
）

５
月
22
日
に
、
自
衛
官
募

集
相
談
員
委
嘱
式
が
行
わ

れ
、
舟
木
秋
広
氏
（
下
中
津

川
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
４
月
１
日
か
ら
２
年

間
で
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
と

は
、
自
衛
官
志
願
者
へ
の
説

明
を
行
っ
た
り
、
自
衛
隊
の

広
報
や
募
集
活
動
に
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
方
の
こ
と
で

す
。

栗
城
ハ
ル
ノ
さ
ん
（
小
中

津
川
）
が
５
月
25
日
で
満
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
ご
家

族
が
同
席
の
も
と
、
百
歳
高

齢
者
賀
寿
贈
呈
式
が
、
同
日

昭
和
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し

た
。贈

呈
式
で
は
、
福
島
県
・

昭
和
村
・
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
・
下
中
津
川
老
人
ク
ラ

ブ
・
村
社
会
福
祉
協
議
会
・

昭
和
ホ
ー
ム
か
ら
、
賀
寿
や

記
念
品
、
花
束
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

本
名
氏
、
青
木
氏
に

体
育
協
会
表
彰

自
衛
官
募
集
相
談
員
に

舟
木
秋
広
氏

栗
城
ハ
ル
ノ
さ
ん
賀
寿
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5
月
15
日
、
佐
久
間
建
設

工
業
設
株
式
会
社
（
本
社
・

三
島
町
）
代
表
取
締
役
社

長 

佐
久
間
源
一
郎
氏
ら
が

来
庁
さ
れ
、
創
業
1
0
0
周

年
を
記
念
し
て
、
地
域
振
興

資
金
と
し
て
、
金
50
万
円
を

村
へ
寄
附
を
し
ま
し
た
。

地
域
振
興
の
た
め
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
寄
附
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
、
公
民
館
で
生
涯
学
習
講

座
「
刃
物
研
ぎ
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
押

部
僚
太
氏
（
地
域
お
こ
し
協

力
隊
）
が
務
め
、
鎌
や
包
丁

な
ど
、
自
分
の
研
ぎ
た
い
刃

物
を
持
参
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

刃
物
に
合
っ
た
砥
石
や
研
ぎ

方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
基
本
か
ら
学
び
た
い
方
、

自
己
流
で
な
か
な
か
上
手
く

研
げ
な
い
方
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
丁
寧
に
研
ぎ
進
め
、

切
れ
味
抜
群
の
刃
物
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。
お
気
に
入
り

の
大
切
な
刃
物
を
自
分
の
手

で
研
ぎ
美
し
く
蘇
ら
せ
る
刃

物
研
ぎ
の
醍
醐
味
を
味
わ
い

ま
し
た
。

5
月
3
日
、
昭
和
小
学
校

校
庭
に
て
昭
和
村
消
防
団
春

季
検
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。団

員
は
、
服
装
や
車
両
の

通
常
点
検
を
受
け
た
あ
と
、

中
隊
訓
練
、
分
列
行
進
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
検
閲
に
先
立
ち
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
長
表
彰
】

◉
勤
続
賞

・
酒
井

友
規

（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

・
猪
岐

敏
之

（
第
３
班
団
員
）

・
五
十
嵐

邦
明

（
第
６
班
団
員
）

【
村
長
・
団
長
感
謝
状
】

◉
退
職
団
員
感
謝
状

・
栗
城

新
祐

（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

・
本
名

智

（
第
９
班
団
員
）

◉
無
火
災
表
彰

・
松
山
集
落

・
下
中
津
川
集
落

・
喰
丸
集
落

・
小
野
川
集
落

◉
親
子
等
消
防
表
彰

・
酒
井

聡
志

（
第
７
班
班
長
）

酒
井

和
希

（
第
７
班
団
員
）

【
ご
寄
附
】

地
域
振
興
の
た
め
に

刃
物
研
ぎ
教
室

昭

和

村

消

防

団

春

季

検

閲

式
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お知らせ
information

6

５月の始め昭和村
に越して来た頃、山
は目覚めていません
でした。それが日ご
とに木々の芽吹き
が進み、ふんわり萌
黄色になり、その美
しさに癒されていま
す。水の張った田ん
ぼに写る山、空を染
める夕暮れの山の輪
郭など風景の一つ一
つに感動していま
す。
これからの村での

様々な体験や生活へ
の期待と不安はあり
ますが、村の方々や
同期生の皆さんに
にお世話になりなが
ら、私なりに一歩一
歩進んでいきたいと
思います。ご迷惑を
おかけすることが
多々あるかと思いま
すが、これからの約
１年どうぞよろしく
お願いいたします。

隣の南会津町田島
から参りました。同
じ県内・すぐ隣の町
ですが、昭和村はよ
り澄んでいるよう
な、別な空気感を感
じます。そして、一
日一日、一週間でど
んどんと変わってい
く風景に驚いていま
す。
また、あぜ道の草

刈り、畑の畝など、
村の皆さまの作業
のひとつひとつがと
ても丁寧で気持ちが
込められているよう
で、美しいなと思う
ことばかりです。
一日一日を、あり

がたく大切に過ごし
たいと思っておりま
す。何かとご迷惑を
おかけするかと思
いますが、どうぞ宜
しくお願いいたしま
す。

昭和村に引っ越し
てきてから出会う人
は皆親切で、水も土
も空気も生き生きと
していてこんなに幸
せで良いのだろうか
と思うくらい幸せで
す。温かく迎え入れ
て下さり嬉しく思い
ます。草や木から糸
をつくれるようにな
りたくて昭和村に来
ました。
時間をかけてから

むしに向き合えるこ
とは貴重で非常に感
謝しています。草木
の命を生かして手仕
事できること、村に
住まわせてもらえる
ことを感謝し、日々
感覚を研ぎ澄まして
暮らしていきたいで
す。どうぞよろしく
お願いいたします。

今年３月に初めて
知った昭和村で、か
らむしの糸づくりを
している今が何だか
不思議な気持ちで
す。また、これまで
の生活で山は遠くに
見えるものだったの
で、こんなに近くに
モコモコの新緑の
木々が見えるのがと
ても新鮮です。村の
方々には、初対面か
ら優しく声を掛けて
頂き、本当にありが
たく感じています。
私は手づくりの暮

らしに憧れ、おばあ
ちゃんになったら機
織りをしたいと思っ
ていました。それを
今やれる機会をもら
えたことに感謝いた
します。１年間どう
ぞ宜しくお願いいた
します。

尾
お が た

形 清
せ い こ

子
（福島県南相馬市）

大
おおなみ

波 司
し ま

麻
（福島県南会津町）

山
やまぐち

口 彩
あ や か

夏
（山形県大石田町）

齋
さいとう

藤 久
く み こ

美子
（宮城県多賀城市）

今年度の「からむし織体験生（織姫）」が入村しましたので、ご紹介いたします。
1 年を通し、からむし畑作業から織までの体験をしながら、村内の各種行事にも参加し
ますので、見かけた際にはお気軽にお声掛けください。

からむし織体験生 26 期生が入村
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読み物
reading

台
湾
の
郷
土
文
教
協
会

来
村２

０
１
９
年
４
月
17
日
、

台
湾
の
南
投
県
草
屯
鎮
よ
り

草
鞋
墩
郷
土
文
教
協
会
の
皆

さ
ん
32
名
が
来
村
さ
れ
た
。

15
日
に
会
津
若
松
市
か
ら
三

島
町
に
来
ら
れ
て
い
た
。
村

の
か
ら
む
し
振
興
室
・
教
育

委
員
会
等
の
皆
さ
ん
と
村
内

の
案
内
を
し
た
。
当
初
予
定

し
た
順
路
を
変
更
し
て
、
小

野
川
分
校
（
民
具
）、
か
ら

む
し
織
の
里
（
昼
食
）、
世

界
の
苧
麻
見
本
園
（
台
湾
の

品
種
が
あ
る
）、
か
ら
む
し

工
芸
博
物
館
、
喰
丸
小
、
農

産
物
集
出
荷
施
設
（
雪
室
）、

宿
泊
先
の
し
ら
か
ば
荘
と

な
っ
た
。

台
湾
の
郷
土
文
教
協
会
理

事
長
の
呂
奇
明
さ
ん
、
も
と

国
立
台
湾
工
芸
研
究
所
長

（
大
葉
大
学
兼
任
教
授
）
の

翁
徐
得
さ
ん
、
奥
様
の
漆
芸

家
の
黄
麗
鶯
さ
ん
。
息
子
さ

ん
の
翁
群
儀
さ
ん
（
高
雄
大

学
工
芸
與
創
設
系
）
は
全
体

の
通
訳
も
行
っ
て
い
る
。
現

在
の
国
立
台
湾
工
芸
発
展
中

心
の
皆
さ
ん
、
竹
工
芸
師
、

繊
維
工
芸
師
の
皆
さ
ん
。
ま

た
こ
れ
ま
で
４
度
の
台
湾
の

か
ら
む
し
文
化
調
査
で
現
地

案
内
と
調
査
へ
の
助
言
を
し

て
下
さ
っ
た
桃
園
市
の
孫
業

棋
さ
ん
も
随
行
さ
れ
た
。

し
ら
か
ば
荘
で
の
交
流
会

で
、
翁
徐
得
さ
ん
、
奥
様
の

黄
麗
鶯
さ
ん
か
ら
、
か
ら
む

し
工
芸
博
物
館
の
収
蔵
資
料

に
と
、
台
湾
の
少
数
民
族
が

か
ら
む
し
で
織
っ
た
布
が
寄

贈
さ
れ
た
（
下
写
真
）。

皆
さ
ん
は
手
仕
事
、
特
に

ワ
ラ
細
工
や
竹
細
工
を
さ
れ

て
お
り
、
染
織
の
研
究
者
も

多
く
、
こ
の
旅
で
い
ち
ば
ん

興
味
を
持
た
れ
た
の
が
、
小

野
川
分
校
の
多
様
な
自
然
素

材
の
民
具
で
し
た
。
そ
し
て

落
胆
さ
れ
た
の
は
会
津
地
域

で
自
然
素
材
（
ヒ
ロ
ロ
、
モ

ワ
ダ
、
ア
カ
ソ
等
）
の
自
生

地
・
呼
び
名
・
採
取
時
期
・

加
工
法
・
保
存
法
な
ど
素
材

入
手
に
到
る
課
程
を
示
し
た

資
料
館
・
博
物
館
が
無
か
っ

た
こ
と
で
す
。

私
的
に
行
っ
て
い
る
台
湾

の
か
ら
む
し
文
化
の
調
査
で

は
こ
の
11
月
24
日
か
ら
渡
航

し
孫
さ
ん
の
祖
父
母
の
郷
里

で
あ
る
台
湾
島
南
部
の
自
然

素
材
利
用
に
つ
い
て
調
査
を

行
う
こ
と
が
今
回
決
ま
っ
た
。

▼

寄
贈
さ
れ
た
布

中
世
野
尻

山
内
氏
の
世
界

５
月
14
日
夜
、
文
化
財
保

護
審
議
会
が
開
催
さ
れ
例
年

６
月
に
行
っ
て
い
た
村
内
文

化
財
巡
り
は
お
休
み
し
、
野

尻
地
区
の
中
世
山
内
氏
に
つ

い
て
の
学
習
会
を
公
開
で
６

月
６
日
に
行
い
ま
す
。
詳
細

は
後
日
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
５
８
９
（
天
正
17
）
年
、

伊
達
政
宗
の
会
津
侵
攻
で
、

蘆あ
し
な名
氏
は
滅
び
、
そ
れ
に
臣

従
し
て
い
た
野
尻
山
内
家
も

翌
年
に
布
沢
に
と
一
族
は
離

散
し
ま
す
。
南
郷
の
和
泉
田

で
帰
農
し
て
い
た
子
孫
が
鶇

巣
の
名
主
と
な
り
、
そ
こ
に

伝
え
ら
れ
た
中
世
野
尻
山
内

家
文
書
（
年
代
と
し
て
は
西

暦
１
５
０
０
年
頃
）
が
、
当

主
の
逝
去
に
よ
り
遺
族
か

ら
奥
会
津
博
物
館
に
一
括
寄

託
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
家
に

よ
る
調
査
を
ふ
ま
え
、
こ

の
３
月
に
南
会
津
町
の
文

化
財
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
、
こ

の
文
書
等
が
残
さ
れ
た
時
代

に
つ
い
て
企
画
展
が
奥
会
津

博
物
館
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、

担
当
調
査
員
の
渡
部
康
人
氏

が
４
月
28
日
に
来
村
さ
れ
ま

し
た
。
山
内
氏
の
野
尻
牛
首

城
を
私
の
案
内
で
片
道
三
時

間
、
踏
査
し
ま
し
た
（
左
写

真
）。▼

踏
査
す
る
渡
部
氏

６
月
６
日
に
は
、
午
前
９

時
か
ら
現
在
の
野
尻
郵
便
局

の
あ
る
野
尻
山
内
氏
の
居
館

跡
で
あ
る
「
ダ
テ
ノ
ウ
チ
」

や
近
世
の
郷
頭
宅
で
あ
る
渡

部
家
（
シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
）
等

を
視
察
し
、
そ
の
後
10
時
か

ら
野
尻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
渡
部
康
人
氏
に
講

演
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

【
連
載
】
新
史
料
紹
介

菅
家

博
昭
（
大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
66
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
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家庭的保育者（保育ママ）を募集します！

村では令和２年度４月開所に向け、現在保育ママを募集しております。
１．保育ママとは

家庭での保育が出来ない保護者に代わり、家庭的な環境と愛情の中で少人数の乳幼児
（原則生後６ヶ月から３歳未満）を保育する者のことをいいます。

２．資格要件
・昭和村に住所を有する２５歳以上の方
・居宅に保育実施スペースを確保できる方
・保育士、幼稚園教諭、看護師資格のいずれかをお持ちの方

または、無資格でも村の定める認定研修に参加できる方
３．運営費用

お預かりするお子さんの人数に応じて、給付費が村から支払われます。
４．募集期間

９月１３日（金）まで
＊申込を希望される方は、応募書類をお渡ししますので保健福祉課までご連絡ください。
＊本募集について、詳細を村ホームページに掲載しております。

担当：保健福祉課 ☎ 57-2645

令和２年度採用予定 （看護師）

◆採用職種及び採用予定人員

看護師・1 名

◆受験資格

看護師の免許を有する者、または令和２年
3 月末までに取得見込みの者 ( 学歴不問 )
◆試験内容

(1) 第１次試験：教養試験（短大卒程度）、 
  看護師適正検査、 職場適応性検査

(2) 第２次試験（1 次試験合格者）：
  個別面接試験、作文試験

◆試験期日、場所及び発表

(1) 第１次試験：令和元年 7 月 28 日（日）
受 付   9:00 ～ 9:30
教養試験 10:00 ～ 12:00
看護師適正検査 13:00 ～ 13:50
※職場適応検査は看護師適正検査後実施します。

試験会場：福島大学 ( 福島市金谷川 1）
(2) 第２次試験：

期日等について、第１次試験合格者に
対してのみ、別途通知します。

◆受付期間

 令和元年６月２1 日（金）午後５時まで
 郵便による申込書提出の場合は、6 月 19 日（水）

 までの消印のあるものに限り受付けます。

◆受験手続き

(1) 申込用紙の請求： 申込用紙は、本村役場 
  で交付します。郵便により申込用紙を請
  求する場合は、封筒の表に「看護師試験
  申込」と書いて、120 円切手をはった
  宛先明記の返信用封筒（角形２号）を必
  ず同封してください。

(2) 申込の方法： 申込用紙に必要事項を記入
  して、本村役場に提出してください。申
  込書を郵送する場合は、82 円切手をは
  った自分宛の封筒を同封し、その表に「試
  験申込」と朱書し、必ず簡易書留にして
  送付してください。

※送付先
〒 968-0103
福島県大沼郡昭和村大字下中津川字中島 652

 『昭和村役場総務課』

【お問い合わせ】
昭和村役場 総務課 ☎ 0241-57-2111

昭和村職員採用候補者試験のお知らせ










